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NY マーケットレポート（2018 年 1 月 19 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米連邦政府のつなぎ予算案の上院での審議が難航し、政府機関の一部閉鎖の可能性が高まっているとの見方から、

審議の結果を見極めたいとの思惑が広がり、積極的な売買が手控えられ、序盤から小動きの展開が続いた。そして、ミシガン大

学消費者信頼感指数が発表され、昨年 7月以来の低水準となったが、反応は限定的だった。一方、ECB の金融緩和策の早期縮小

観測がやや後退したとの見方から、ユーロは主要通貨に対して軟調な動きが続いた。 

 

 

 

米国の主要な経済指標の結果 

 

1 月ミシガン大学消費者信頼感指数 94.4（予想 97.0・前回 95.9） 

 

1 月の米ミシガン大学消費者信頼感指数の速報値は 94.4 となり、12 月の確報値から 1.5 ポイント低下し、昨年 7 月以来の低水

準となった。現在の景況感は 109.2 と 12 月確報値から 4.6 ポイント低下した。先行き景況感は 84.8 と 0.5 ポイント上昇となっ

た。1年後のインフレ期待は 2.8％で 12 月確報値から 0.1 ポイント上昇、5年後のインフレ期待は 2.5％と 12 月確報値から 0.1

ポイント上昇した。  

 

 

出所：Bloomberg 
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米国政府機関の一部閉鎖の可能性も 

 

米議会は 19 日、連邦政府の支出を手当てする現行予算の最終日を迎えた。与党共和党は 2/16 までのつなぎ予算を成立させて政

府機関の一部閉鎖を回避に向けて野党との協議を継続。 

 

つなぎ予算案は 18 日に下院を通過し、対立する移民政策を巡る与野党攻防の舞台は上院に移った。政府閉鎖を回避するため、

上院は 19 日中の事態打開を模索するが、米メディアは、閉鎖の恐れが強まったと悲観的な見通しを伝えた。 

 

定数 100 の上院で予算案の採決に持ち込むには 60 人以上の賛成が必要だが、共和党の議席は 51 にとどまるため、民主党の協力

を得なければ可決できない。上院はつなぎ予算案の審議を始めたが、民主党との対立が解けずに散会した。 

 

政府機関の閉鎖となれば、オバマ政権だった 2013 年 10 月以来。国立公園や博物館などが閉鎖され、数十万人規模の連邦政府職

員が休職を迫られる可能性がある。 

 

そうなる場合には、20 日に発足 1 年を迎えるトランプ政権への打撃は避けられず、ドル相場への影響も必至だろう。前回 2013

年の政府機関の一部閉鎖となった時には、ドル/円は 98 円台から 96 円台まで下落する動きも見られた。   

 

 
出所：Bloomberg 
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米 10年債利回りは、約3年半ぶりの高水準 

 

NY 債券市場では、世界経済の拡大やインフレ懸念を背景とした債券の売りが続き、米国債相場が下落（利回りは上昇）した。

米長期金利の指標となる 10 年債利回りは一時 2.661％まで上がり、2014 年 7 月以来約 3 年半ぶりの高水準となった。米連邦政

府のつなぎ予算案の審議が難航し、政府機関の一部閉鎖の可能性が高まっていたが、影響は限定的だった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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ダウ平均株価はレンジ内の動きが続いた 

 

米株式市場では、米連邦政府のつなぎ予算を巡る混乱を受けて投資家がリスクを避ける姿勢を強め、主要株価は上値の重い動き

となった。また、1月の米消費者信頼感指数が市場予想を下回ったことも圧迫要因となった。その後は、引けにかけて堅調な動

きが続いた。ダウ平均株価は序盤からやや軟調な動きが続いたものの、終盤にはプラス圏まで上昇した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 
出所：データを基に SBILM が作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


